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二
〇
〇
九
年
度
の
山
陰
教
区
基
幹
運
動
推

進
委
員
会
が
任
期
満
了
に
伴
う
改
選
に
よ

り
、
新
規
に
六
四
名
の
委
員
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
た
の
も
束
の
間
、
早
一
年
を
経
過
し
よ

う
と
し
て
い
る
。
今
年
度
を
ふ
り
か
え
る
時
、

ま
ず
特
筆
す
べ
き
は
本
願
寺
山
陰
会
館
が
山

陰
教
堂
と
名
称
を
改
め
る
と
同
時
に
、
そ
の

増
改
築
に
関
す
る
計
画
が
始
ま
り
、
ま
た
、

組
画
再
編
成
に
向
け
て
の
準
備
が
ス
タ
ー
ト

し
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
横
目
に
し
な
が
ら
、
特
に
基
幹

運
動
総
合
計
画
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
点
検

し
て
ゆ
く
と
、「
男
女
共
同
参
画
」
は
そ
の

企
画
や
計
画
等
の
ス
タ
ー
ト
時
点
か
ら
の
女

性
の
参
画
が
言
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
寺

院
や
組
及
び
そ
の
連
盟
等
の
役
員
構
成
に
よ

る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
組
基
推
委
の
現
況
を

見
る
と
、
ト
ー
タ
ル
で
男
性
三
三
五
名
、
女

性
一
二
三
名
。
常
任
委
員
は
男
性
五
〇
名
、

女
性
一
〇
名
で
あ
る
。
直
接
的
な
参
画
に
は

時
間
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
は

ま
た
「
門
信
徒
と
僧
侶
の
課
題
の
共
有
」
と

い
う
場
面
で
、
女
性
や
門
信
徒
の
声
を
反
映

し
た
活
動
と
な
る
こ
と
で
克
服
で
き
よ
う
か

と
も
思
う
。

ま
た
、
声
と
い
え
ば
、
小
さ
き
声
即
ち
少

数
者
や
弱
者
の
声
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、

「
御
同
朋
の
願
い
に
応
え
る
教
学
（
御
同
朋

の
教
学
）
の
構
築
」
を
め
ざ
す
こ
と
は
、
そ

れ
ら
の
声
に
も
耳
を
傾
け
、
寄
り
添
い
活
動

を
展
開
す
る
こ
と
で
あ
る
。

実
際
、
二
一
年
度
、
二
二
年
度
は
各
組
で

お
待
ち
受
け
法
要
が
実
施
さ
れ
る
が
、
そ
の

企
画
、
準
備
、
そ
し
て
実
施
に
至
る
過
程
等

の
各
場
面
で
、
あ
る
い
は
キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ
に

お
い
て
共
同
参
画
、
課
題
の
共
有
を
図
る
こ

と
が
で
き
よ
う
し
、
そ
れ
を
ス
テ
ッ
プ
と
し

て
さ
ら
な
る
飛
躍
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。そ

し
て
、
こ
れ
ら
の
活
動
の
具
体
的
な
推

進
母
体
、
基
盤
と
な
る
も
の
が
各
基
推
委
で

あ
り
、
教
化
団
体
、
門
徒
推
進
員
で
あ
る
。

僧
侶
と
門
信
徒
（
総
代
会
）
で
の
話
し
合
い

が
十
分
に
行
わ
れ
、
意
志
の
疎
通
が
図
ら
れ

る
こ
と
が
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
重
要
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
を
本
年
度
報
告
の
「
門
信
徒

会
運
動
研
修
協
議
会
」
の
事
前
協
議
会
の
開

催
を
一
例
に
見
る
と
、
実
施
さ
れ
た
二
三
組

中
門
信
徒
の
参
画
が
あ
っ
た
の
は
一
、
二
に

過
ぎ
な
い
。
お
互
い
の
建
設
的
な
意
見
が
切

磋
琢
磨
し
て
ゆ
く
こ
と
を
望
ん
で
や
ま
な
い

と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
〇
一
二
年
度
か
ら
は
新
体
制
で
ス
タ
ー

ト
を
切
る
。

二
〇
〇
九
年
度
教
区
基
推
委
を
ふ
り
か
え
る

山
陰
教
区
相
談
員
　
朝
　
枝
　
俊
　
円

益田市高津町、当時の庄屋宮内恒助氏の
二男として誕生。大厳出生の伝説に、妊娠
中に死亡した母胎から墓の中で生まれ、母
の亡霊に飴をもって育てられたという物語
がある。幼にして高津教西寺第四世住職義

ぎ

薀
おん

師の義
ぎ

子
し

として教育され、18才の頃、
履善
りぜ ん

門下に入って宗学を受けた。後に山口
県江崎・教専寺

きょうせんじ

第十世住職となり、安政3
年9月、66才にて入寂した。

有名な大厳師詩文

網極
もうごく

の仏恩報謝の情
じょう

清晨幽夜
せいしんゆうや

ただ称名
歓
よろこ

びにたえたり
われ唱

となえ

われ聴
き

くといえとも
これはこれ大悲招喚

だいひしょうかん

の声
こえ

このうたの味わいについては略します。

寺院名物シリーズ⑮　鹿足組　教西寺

学僧　大厳
だいごん

（1791～1856）

仏教学者、字は僧具
そうぐ

、号は硯州
けんしゅう

。

二
〇
〇
九
年
度
　
組
報
告
書
か
ら
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大
遠
忌
お
待
ち
受
け
気
運
の
高
揚
と
円

成
を
期
し
て
、
平
成
二
十
年
十
一
月
六
日
、

山
科
別
院
か
ら
始
ま
っ
た
新
門
様
ご
巡
拝

は
、
山
陰
教
区
で
は
二
十
一
年
十
一
月
十

八
日
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

当
教
区
は
、
交
通
不
便
の
地
で
あ
り
、

天
候
不
順
な
初
冬
で
あ
る
た
め
、
新
門
様
、

新
裏
方
様
は
前
日
に
御
着
に
な
ら
れ
ま
し

た
。新

門
様
は
、
現
在
、
東
京
築
地
本
願
寺

の
副
住
職
で
も
あ
る
の
で
、
五
日
間
の
報

恩
講
を
お
勤
め
に
な
り
、
引
き
続
き
の
長

旅
で
し
た
の
で
、
さ
ぞ
か
し
ご
苦
労
の
こ

と
で
あ
っ
た
と
推
察
い
た
し
ま
し
た
が
、

若
い
お
二
方
で
す
の
で
元
気
に
お
着
き
に

な
り
ま
し
た
。

公
式
行
事
は
、
十
八
日
十
時
三
十
分
よ

り
教
務
所
長
、
教
区
会
議
長
、
組
長
会
長

に
よ
る
教
区
の
現
況
報
告
が
あ
り
、
過
疎

問
題
で
は
特
に
質
問
が
多
く
、
教
区
が
抱

え
る
問
題
に
は
重
大
な
憂
慮
を
お
示
し
に

な
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
本
堂
に
て
六
十
一
名
の
帰
敬

式
が
厳
粛
に
執
行
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
教
区
代
表
者
と
開
催
さ

れ
た
メ
イ
ン
行
事
で
あ
る
『
教
区
巡
回
の

集
い
』
が
も
た
れ
、
随
行
講
師
の
満
井
秀

城
師
の
記
念
法
話
に
続
き
、
教
区
が
抱
え

る
過
疎
高
齢
化
に
よ
る
教
勢
衰
退
の
不
安

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

養
藤
随
行
長
の
ま
と
め
に
続
い
て
、
新

門
様
お
言
葉
は
、
予
定
を
十
五
分
超
過
す

る
ほ
ど
に
熱
が
こ
も
っ
て
、
過
疎
、
高
齢

化
の
波
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
よ
う
、
強
い

励
ま
し
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
教
区
で
は
大
遠
忌
記
念
事
業
と
し

て
、
教
堂
の
大
増
築
の
計
画
が
進
行
中
で

す
が
、
お
二
方
に
は
そ
の
予
定
地
に
立
っ

て
記
念
植
樹
を
し
て
頂
き
、
関
係
者
は
あ

新
門
様
教
区
ご
巡
回
並
び
に

直
属
寺
院
ご
巡
拝

山
陰
教
区
組
長
会
長
　
日

溪

清

毅

（
神
門
組
正
蓮
寺
）

ら
た
め
て
完
成
を
期
し
た
こ
と
で
す
。

場
所
を
替
え
、
夕
刻
か
ら
開
か
れ
た

「
懇
談
会
」
は
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で

開
か
れ
、
ま
た
た
く
間
に
予
定
の
時
刻
が

過
ぎ
、
ご
退
場
の
折
は
参
加
者
全
員
に
会

釈
を
頂
き
、
一
同
感
謝
の
拍
手
で
お
送
り

し
ま
し
た
。

翌
日
、
ご
帰
京
前
の
時
間
を
利
用
し
て
、

過
疎
地
寺
院
の
現
状
に
接
し
た
い
と
の
ご

希
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
今

年
中
に
解
散
予
定
の
二
ヶ
寺
の
無
住
寺
院

を
訪
れ
ら
れ
、
近
々
と
ご
視
察
い
た
だ
き

ま
し
た
。

二
泊
三
日
、
大
変
ご
多
忙
な
日
程
を
元

気
よ
く
ご
巡
回
い
た
だ
い
た
お
二
方
に
、

心
か
ら
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

ご到着後、本堂にて礼拝されるお二方

「集い」では教区の課題などについて意見発表がありました

武田・教区会副議長が代表して決意表明をいたしました

満井秀城・随行講師よりご法話をいただきました
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三
月
二
十
六
日
（
金
）、
二
〇
〇
九
年
度

の
活
動
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
二
〇
一
〇

年
度
に
向
け
て
、
基
幹
運
動
推
進
委
員
会

（
総
会
）
が
開
催
さ
れ
、
二
〇
一
〇
年
度
教

区
基
推
委
計
画
に
つ
い
て
確
認
さ
れ
た
。
ま

た
、
各
事
業
（
行
事
）
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

を
受
け
て
各
委
員
会
、
教
化
団
体
の
協
議
を

経
て
、
順
次
決
定
さ
れ
る
。
詳
細
に
つ
い
て

は
、
五
月
十
九
日
開
催
予
定
の
合
同
研
修
会
、

次
号
一
一
七
号
（
七
月
発
行
予
定
）
に
発
表

を
譲
り
た
い
。

基
幹
運
動
を
展
開
す
る
。

③
組
連
続
研
修
の
継
続
実
施
に
よ
っ
て

門
徒
推
進
員
を
養
成
し
、
基
幹
運
動

へ
の
門
信
徒
参
画
を
促
す
。

④
全
国
総
代
会
、
仏
教
壮
年
会
連
盟
の

発
足
を
受
け
て
、
仏
教
婦
人
会
を
は

じ
め
、
教
化
組
織
の
強
化
と
充
実
を

は
か
り
、
寺
院
の
活
性
化
を
促
す
。

⑤
「
キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ
―
全
寺
院
子
ど
も

の
つ
ど
い
―
」
に
積
極
的
に
取
り
組

み
、
青
少
年
教
化
の
充
実
を
図
る
。

二
、
社
会
問
題
へ
の
対
応

①
同
和
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ

る
差
別
撤
廃
に
向
け
た
取
り
組
み

・
「
同
朋
教
団
」
の
再
生
の
た
め
に
、

教
区
、
ブ
ロ
ッ
ク
、
組
、
あ
る
い

は
各
教
化
団
体
で
同
朋
運
動
研
修

会
を
開
催
す
る
。

・
﹇
法
名
の
本
来
化
﹈
と
あ
わ
せ

「
法
名
を
自
ら
の
名
の
り
と
す
る
」

こ
と
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組

む
。

・
宗
門
内
外
の
諸
団
体
と
連
携
し
、

被
差
別
部
落
の
解
放
を
め
ざ
す
。

・
あ
ら
ゆ
る
差
別
撤
廃
に
向
け
た
学

習
を
深
め
る
。

②
平
和
、
環
境
、
生
命
倫
理
等
の
問
題

へ
の
対
応
を
は
か
る
。

・
環
境
、
終
末
医
療
、
自
死
、
ヤ
ス

ク
ニ
、
青
少
年
問
題
及
び
そ
れ
ら

を
取
り
巻
く
社
会
問
題
な
ど
を
テ

ー
マ
と
す
る
研
修
会
を
開
催
し
、

積
極
的
な
対
応
を
図
る
。

③
災
害
時
に
は
速
や
か
な
対
応
を
図
る
。

三
、
過
疎
問
題
へ
の
取
り
組
み

①
寺
院
単
独
、
組
単
独
で
の
法
座
や
教

化
事
業
が
困
難
に
あ
る
場
合
、
複
数

の
組
及
び
寺
院
が
提
携
し
て
こ
れ
に

当
た
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

②
深
刻
な
過
疎
問
題
に
対
す
る
基
幹
運

動
の
取
り
組
み
と
し
て
、
教
区
布
教

団
の
協
力
を
得
て
奉
仕
布
教
「
と
も

し
び
法
座
」
を
実
施
す
る
な
ど
、
積

極
的
な
手
立
て
を
講
ず
る
。

四
、
文
書
伝
道
の
充
実

①
教
区
報
『
山
陰
』、
教
区
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
充
実
を
図
り
、
教
化
伝
道
活

動
、
広
報
活
動
を
拡
大
す
る
。

②
「
妙
好
人
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
は
じ
め
、

必
要
な
教
化
資
料
を
編
集
、発
行
す
る
。

蠧

教
区
行
事
計
画

■
教
区
行
事
予
定
（
別
紙
参
照
）

■
ブ
ロ
ッ
ク
へ
の
依
頼
事
項

・
組
画
編
成
に
伴
う
一
連
の
作
業
に
お

い
て
、
近
隣
組
、
特
に
ブ
ロ
ッ
ク
内

の
各
組
と
の
連
携
を
密
に
し
、
速
や

か
な
移
行
を
図
る
。

・
ブ
ロ
ッ
ク
別
「
基
幹
運
動
推
進
連
絡

会
議
」
の
開
催
。

・
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
各
種
行
事
、
研
修
会

の
開
催
。

■
組
へ
の
依
頼
事
項

①
各
組
の
基
幹
運
動
推
進
委
員
会
の
充

実
を
図
る
。

・
組
画
編
成
に
伴
う
課
題
、
展
望
な

ど
を
明
ら
か
に
し
、
速
や
か
な
組

運
営
を
図
る
。

・
門
信
徒
の
参
画
、
女
性
の
参
画
。

・
計
画
書
、
報
告
書
の
作
成
、
提
出
。

二
〇
一
〇
年
度
に
向
け
て
始
動

基
推
委
員
会（
総
会
）開
催
さ
れ
る

Ⅰ
　
基
本
方
針

基
幹
運
動
と
は
、
阿
弥
陀
如
来
に
等
し

く
救
わ
れ
て
い
く
往
生
浄
土
の
教
え
を
示

さ
れ
た
宗
祖
・
親
鸞
聖
人
の
生
き
方
に
学

び
、
全
員
聞
法
・
全
員
伝
道
の
基
本
的
な

立
場
に
立
っ
て
、
僧
侶
と
門
徒
が
共
に
手

を
携
え
な
が
ら
、
寺
院
の
活
性
化
と
社
会

に
開
か
れ
た
教
団
づ
く
り
に
取
り
組
む
運

動
で
す
。

宗
祖
七
五
〇
回
大
遠
忌
法
要
を
い
よ
い

よ
二
〇
一
一
（
平
成
二
十
三
年
）
に
迎
え

る
に
あ
た
り
、
私
た
ち
は
常
に
自
ら
の
信

心
を
問
い
な
が
ら
、
基
幹
運
動
の
理
念
を

体
し
て
組
や
寺
院
の
活
動
を
よ
り
一
層
充

実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会

の
問
題
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
か
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
運
動
を
推
進
す
る
た
め
に
、
以
下

の
通
り
「
目
標
」「
ス
ロ
ー
ガ
ン
」「
今
年

度
の
重
点
項
目
」「
教
区
の
課
題
」
等
を

設
定
し
ま
す
。

Ⅱ
　
目
標

御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
し
て

「
御
同
朋
の
社
会
」
と
は
、
い
の
ち
の

尊
さ
に
め
ざ
め
る
一
人
ひ
と
り
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
ち
が
い
を
尊
重
し
、
と
も
に
か
が

や
く
こ
と
の
で
き
る
社
会
で
す
。

Ⅲ
　
ス
ロ
ー
ガ
ン

と
も
に
　
い
の
ち
　
か
が
や
く
　
世
界

へ
Ⅳ
　
重
点
項
目

一
、「
御
同
朋
の
願
い
に
応
え
る
教
学
」

に
学
ぶ
。

二
、
組
織
教
化
活
動
の
活
性
化
を
促
す
。

Ⅴ
　
教
区
の
課
題

一
、
組
織
教
化
活
動
の
充
実

①
組
画
編
成
に
伴
う
基
推
活
動
の
あ
り

方
を
は
じ
め
、
さ
ら
な
る
活
動
の
展

開
や
活
性
化
を
図
る
た
め
の
方
策
や

方
向
性
を
明
か
に
す
る
。

②
僧
侶
間
で
の
課
題
の
共
有
、
女
性
の

参
画
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
僧

侶
と
門
信
徒
が
歩
み
を
と
も
に
し
、

二
〇
一
〇
（
平
成
二
十
二
）
年
度
山
陰
教
区
基
幹
運
動
計
画



（4）第116号 2010（平成22）年 3月25日

住所：〒690-0003 
　　　島根県松江市朝日町480-8　松江SKYビル1Ｆ 
TEL：0852-23-2020（国内旅行）／23-2024（海外旅行） 
　　　0852-23-6720（団体旅行） 
FAX：0852-23-2023

���� ������ 	
��
���� �������

株式会社JTB中国四国 
松江支店 

〒600－8227　京都市下京区七条堀川上ル菱屋町（西本願寺前） 
TEL（075）343－2341　FAX（075）343－0836 

　　　　　　　http://www.furuta-butsugu.jp

営業時間／午前9時より午後5時30分　定休日／日・祝日 

浄土真宗本願寺派仏具専門店 
寺院用  在家用  仏壇  仏具  記念品 

②
組
連
続
研
修
の
継
続
実
施
と
門
徒
推

進
員
の
養
成
を
図
る
。

・
組
連
続
研
修
修
了
者
並
び
に
門
徒

推
進
員
の
育
成
と
活
動
の
充
実
。

③
仏
教
壮
年
会
連
盟
結
成
に
伴
い
、
単

位
会
の
増
設
と
組
の
活
動
の
充
実
を

図
る
。

④
キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ
へ
の
取
り
組
み
を
中

心
と
し
て
、
青
少
年
対
象
の
行
事
の

開
催
。

・
組
サ
ポ
ー
タ
ー
を
は
じ
め
、
キ
ッ

ズ
サ
ン
ガ
に
関
わ
る
人
の
育
成
を

図
る
。

⑤
人
権
、
差
別
問
題
を
は
じ
め
と
す
る

社
会
問
題
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
。

⑥
「
法
名
を
自
ら
の
名
の
り
と
す
る
」

こ
と
へ
向
け
て
の
取
り
組
み
。

⑦
組
勤
式
推
進
員
を
中
心
と
し
て
、
勤

行
、
仏
事
な
ど
の
本
来
化
と
そ
の
充

実
を
目
指
す
。

⑧
「
宗
祖
讃
仰
作
法
」
の
制
定
に
伴
い
、

そ
の
周
知
を
図
る
た
め
の
講
習
に
取

り
組
む

⑨
ビ
ハ
ー
ラ
活
動
推
進
者
な
ど
、
人
の

育
成
を
図
り
、
個
々
の
苦
悩
に
寄
り

添
う
活
動
を
展
開
す
る
。

⑩
組
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
発
行
や

開
設
と
、
そ
の
充
実
を
図
る
。

⑪
組
単
独
で
行
事
開
催
が
困
難
な
場

合
、
近
隣
組
と
の
合
同
開
催
を
促
進

す
る
。

⑫
同
朋
運
動
推
進
僧
侶
研
修
会
の
開

催
。

⑬
門
信
徒
会
運
動
推
進
研
修
協
議
会
の

開
催
。

委員：●教区内５ブロック代表（組長会選出）　　●各団体代表　　●会長が必要と認めたもの          尚、委員のいない組の相談員を委員とする          

藤 森 観 海  
大 草 博 子  
吉 川 　 恭  
熊 谷 高 暢  
小 原 靜 也  
菅 原 憲 香  
田 中 憲 哲  
 
 
 
 
澤田副会長 
 

・差　　別 

・靖　　国 

・平　　和 

・社 推 協 

 （ビハーラ、教誨師） 

など 

教　　区　　会 
教 区 会 長  

金山往生　教務所長 

常 任 委 員 会  
副　会　長　澤　田　隆　之（中央基推委） 
副　会　長　日　溪　清　毅（組長会長） 
教区会議長　小笠原　寧　之 
各部正副部長（下図◎◯印）（朝枝俊円　相談員） 

教 務 所  

相 談 員  
専 従 員 
教 務 所 員  

組会長（組長） 

組 相 談 員  

組基推委員会 

社 会 部 

◎ 渡 邉 哲 彦  
能 美 龍 雄  
藤 野 昭 信  
的 場 利 健  
毛 利 諦 善  
山 本 真 文  
 
 
 
 
 
窪 田 賛 事  

○ 原 田 光 生  
朝 枝 弘 照  
泉 原 省 三  
雲 藤 一 英  
小笠原寧之 
加 納 　 眞  
高 橋 宗 憲  
竹 下 正 俊  
 
 
 
澤田副会長 

・僧　　侶 

・青年僧侶 

・寺院子弟 

・勤　　式 

・過疎対策 

・宗教法人 

など 

寺院振興部 

◎ 菅 原 昭 生  
武 田 　 宏  
寺 戸 聖 士  
月 洞 昇 道  
徳 川 眞 英  
日 高 秀 憲  
松 林 　 茂  
 
 
 
 
　 書 記  

○ 岡 本 広 樹  
安 部 恵 子  
大 草 顕 信  
上 杉 信 成  
太 田 千 恵  
金盛麻衣子 
楠 　 縁 人  
緇 川 聖 文  
田 中 恵 子  
田 中 春 美  
 
日溪副会長 
菅原専従員 

・寺族婦人 
・総　　代 
・仏　　婦 
・仏　　壮 
・門徒推進委員 

 

・仏　　青 
・スカウト 
・少　　年 
・保　　育 
・キッズサンガ 

 など 

組 織 部※キッズサンガ推進部門  

市 野 不 尽  
北 島 清 秀  
佐々木智眼 
菅 　 光 璽  
菅 　 秀 範  
菅 本 了 道  
田 中 円 而  
 
 
 
 
日溪副会長 

・教　　学 

・布　　教 

・連　　研 

・資料編集 

・広　　報 

など 

伝 道 部 

◎ 藤 川 昭 信  
北 島 清 秀  
高 野 顕 信  
玉 野 覚 明  
寺 本 　 芳  
朋 沢 智 弘  
村 上 　 元  
 
 
 
 
高橋専従員 

○ ◎ 杉 本 健 治  
柳 楽 恒 由  
西 谷 正 文  
西 原 真 公  
西 元 一 道  
服部やよ生 
非 々 玲 子  
本 多 昭 人  
松 浦 　 靖  
 
 
中村専従員 

○ 

山陰教区基幹運動推進委員会組織図（平成21～23年度） 
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1 
2 
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4 
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1 
 
 
1

 
1 
2 
 
1 
 
1 
 
1 
 
1 
 
1

33,673,750 
33,673,750 

0 
14,678,673 
14,678,673 
2,640,000 
2,640,000 
3,259,800 
3,259,800 
2,513,677 
2,513,677 
8,755,959 
8,755,959 
65,521,859

33,673,750 
33,673,750 

0 
14,410,000 
14,410,000 
2,200,000 
2,200,000 
3,459,800 
3,459,800 
2,350,491 
2,350,491 
8,755,959 
8,755,959 
64,850,000

0 
0 
0 

268,673 
268,673 
440,000 
440,000 

△ 200,000 
△ 200,000 
163,186 
163,1860 

0 
671,859

款　　　　　項 20年度決算額 20年度予算額 対 比 △ 印 減  備　　　　　考 

2008（平成20）年度山陰教区一般会計歳計決算 
【歳　　入】 

款　　項　　目 20年度決算額 20年度予算額 対比※印超過 備　　　　　考 

【歳　　出】 

11,787,246 
1,847,908 
1,847,908 
5,158,488 
747,070 
751,900 
500,000 
2,063,521 
333,000 

0 
759,543 
3,454 

4,780,850 
600,000 
140,000 
4,040,850 
2,227,383 
2,227,383 
1,313,200 
424,723 
430,460 
59,000 

27,539,211 
23,001,897 
6,950,400 
1,737,600 
3,259,800 
1,732,097 
5,040,000 
1,162,000 
3,120,000 
2,944,721 
1,971,471 
678,508 
294,742 

0 
1,133,280 
1,133,280 
459,313 
90,000 
37,816 
88,000 
243,497 

13,601,835 
13,601,835 
12,251,835 
300,000 
500,000 
500,000 
50,000 

0 
338,293 
338,293 
338,293 
1,101,500 
1,101,500 
1,101,500 
56,595,468

14,670,000 
2,540,000 
2,540,000 
7,290,000 
1,300,000 
880,000 
500,000 
3,250,000 
360,000 
100,000 
850,000 
50,000 

4,840,000 
600,000 
140,000 
4,100,000 
2,880,000 
2,880,000 
1,440,000 
600,000 
690,000 
150,000 

28,972,800 
23,122,800 
6,950,400 
1,737,600 
3,259,800 
1,753,000 
5,040,000 
1,262,000 
3,120,000 
3,700,000 
2,200,000 
900,000 
500,000 
100,000 
1,300,000 
1,300,000 
850,000 
150,000 
100,000 
300,000 
300,000 

13,934,000 
13,934,000 
12,584,000 
300,000 
500,000 
500,000 
50,000 

0 
400,000 
400,000 
400,000 
3,993,200 
3,993,200 
3,993,200 
64,850,000

2,882,754 
692,092 
692,092 
2,131,512 
552,930 
128,100 

0 
1,186,479 
27,000 
100,000 
90,457 
46,546 
59,150 

0 
0 

59,150 
652,617 
652,617 
126,800 
175,277 
259,540 
91,000 

1,433,589 
120,903 

0 
0 
0 

20,903 
0 

100,000 
0 

755,279 
228,529 
221,492 
205,258 
100,000 
166,720 
166,720 
390,687 
60,000 
62,184 
212,000 
56,503 
332,165 
332,165 
332,165 

0 
0 
0 
0 
0 

61,707 
61,707 
61,707 

2,891,700 
2,891,700 
2,891,700 
8,254,532

歳　入　合　計 
歳　出　合　計 
差　引　残　高 

65,521,859 
56,595,468 
8,926,391

教 区 賦 課 金   
本 年 度 賦 課 金  
過 年 度 賦 課 金  
宗 派 助 成 金   
宗 派 助 成 金  
願 記 手 数 料   
願 記 手 数 料  
回 　 　 　 　 金   
回 　 　 　 金  
雑 　 収 　 入   
雑 　 収 　 入  

前 前 年 度 繰 越 金   
前 前 年 度 繰 越 金  

教 区 事 業 費    
総 合 教 化企画費   
推 進 委 員 会 費  
教 化 費   
寺院機能振興費 
婦 人 青 少 年 費  
総 代・壮 年 費  
研 修 費       
矯 正 福 祉 費  
災 害 見 舞 金  
文 書 伝 道 費  
教 化 活 動 費  
助 成 費   
布 教 団 助 成 金  
各種教化団体助成金 
地方教化助成費 

会 議 費   
会 議 費   
教 区 会 議 費  
組 長 会 費  
各 種 委 員 会 費  
職 員 会 議 費  

教 務 所 費    
人 件 費   
教務所職員俸給 
賞 与  
退 職 交 付 金  
福 祉 費  
推進専従員事務費 
諸 手 当  
教区相談員事務費 
事 務 費   
通 信 印 刷 費  
事 務 消 耗 品 費  
事 務 諸 費  
備 品 費   
旅 費   
交 通 費  
諸 費   
慶 弔 供 奠 費  
接 待 費  
渉 外 費  
雑 費  

回 金  
回 金   
山陰会館運営費 
事 務 機 購 入 費  
災 害 対 策 費  
退 職 積 立 金  
キッズサンガ事業費 
「各種法要」積立金 

宗 会 議 員 選 挙 費   
宗 会 議 員選 挙費   
宗会議員選挙費 

予 備 費  
予 備 費  
予 備 費  

歳 入 合 計 

歳 出 合 計  
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1 
2 
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1 
 

 
1 
2 
 
1 
 
1 
 
1 
 
1 
 
1

33,298,000 
33,298,000 

0 
15,044,000 
15,044,000 
1,500,000 
1,500,000 
100,000 
100,000 
1,181,609 
1,181,609 
8,926,391 
8,926,391 
60,050,000

33,535,000 
33,535,000 

0 
15,054,000 
15,054,000 
1,500,000 
1,500,000 
830,000 
830,000 
3,069,700 
3,069,700 
6,761,300 
6,761,300 
60,750,000

△ 237,000 
△ 237,000 

0 
△ 10,000 
△ 10,000 

0 
0 

△ 730,000 
△ 730,000 
△ 1,888,091 
△ 1,888,091 
2,165,091 
2,165,091 
△ 700,000

款　　　　　項 22年度予算額 21年度予算額 対 比 △ 印 減  備　　　　　考 

2010（平成22）年度山陰教区一般会計歳計予算 
【歳　　入】 

款　　項　　目 22年度予算額 21年度予算額 対 比 △ 印 減  備　　　　　考 

【歳　　出】 

15,094,000 
2,290,000 
2,290,000 
8,214,000 
2,150,000 
1,030,000 
500,000 
3,344,000 
190,000 
100,000 
850,000 
50,000 

4,590,000 
350,000 
140,000 
4,100,000 
2,690,000 
2,690,000 
1,240,000 
600,000 
700,000 
150,000 

24,897,000 
19,147,000 
6,420,000 
1,355,000 

0 
1,950,000 
5,040,000 
1,262,000 
3,120,000 
3,700,000 
2,300,000 
800,000 
500,000 
100,000 
1,300,000 
1,300,000 
750,000 
150,000 
100,000 
200,000 
300,000 

14,350,000 
14,350,000 
13,000,000 
300,000 

0 
1,000,000 
50,000 

0 
100,000 
100,000 
100,000 

0） 
0） 
0） 
0） 
0） 

2,919,000 
2,919,000 
2,919,000 
60,050,000

 
 
 

7,564,000 
1,750,000 
1,080,000 
500,000 
3,044,000 
190,000 
100,000 
850,000 
50,000 

4,590,000 
350,000 
140,000 
4,100,000 
2,540,000 
2,540,000 
1,240,000 
600,000 
550,000 
150,000 

25,297,000 
19,147,000 
6,420,000 
1,355,000 

0 
1,950,000 
5,040,000 
1,262,000 
3,120,000 
4,200,000 
2,200,000 
800,000 
500,000 
700,000 
1,200,000 
1,200,000 
750,000 
150,000 
100,000 
200,000 
300,000 

14,290,000 
14,290,000 
12,940,000 
300,000 

0 
1,000,000 
50,000 

0 
100,000 
100,000 
100,000 
2,550,000 
2,550,000 
350,000 
1,200,000 
1,000,000 
1,129,000 
1,129,000 
1,129,000 
60,750,000

 
 
 

650,000 
400,000 
△ 50,000 

0 
300,000 

0 
0 
0 
0 
 
0 
0 
0 

150,000 
150,000 

0 
0 

150,000 
0 

△ 400,000 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 

△ 500,000 
100,000 

0 
0 

△ 600,000 
100,000 
100,000 

0 
0 
0 
0 
0 

60,000 
60,000 
60,000 

0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 

△ 2,550,000 
△ 2,550,000 
△ 350,000 
△ 1,200,000 
△ 1,000,000 
1,790,000 
1,790,000 
1,790,000 
△ 700,000

教 区 賦 課 金   
本 年 度 賦 課 金  
過 年 度 賦 課 金  
宗 派 助 成 金   
宗 派 助 成 金  
願 記 手 数 料   
願 記 手 数 料  
回 　 　 　 　 金   
回 　 　 　 金  
雑 　 収 　 入   
雑 　 収 　 入  
前 前 年 度 繰 越 金   
前 前 年 度繰越金  

歳 入 合 計 

教 区 事 業 費   
総 合 教 化企画費  
推 進 委 員 会 費  
教 化 費  
寺院機能振興費 
婦 人 青 少 年 費  
総 代・壮 年 費  
研 修 費       
矯 正 福 祉 費  
災 害 見 舞 金  
文 書 伝 道 費  
教 化 活 動 費  
助 成 費  
布 教 団 助 成 金  
各種団体助成金 
地方教化助成費 

会 議 費   
会 議 費  
教 区 会 議 費  
組 長 会 費  
各 種 委 員 会 費  
職 員 会 議 費  

教 務 所 費    
人 件 費  
教務所職員俸給 
賞 与  
退 職 交 付 金  
福 祉 費  
推進専従員事務費 
諸 手 当  
教区相談員事務費 
事 務 費  
通 信 印 刷 費  
事 務 消 耗 品 費  
事 務 諸 費  
備 品 費  
旅 費  
交 通 費  
諸 費  
慶 弔 供 奠 費  
接 待 費  
渉 外 費  
雑 費  

回 金   
回 金  
山陰教堂運営費 
事 務 機 購 入 費  
災 害 対 策 費  
退 職 積 立 金  
キッズサンガ事業費 
「各種法要」積立金 

宗 会 議 員 選 挙 費   
宗 会 議 員選 挙費  
宗会議員選挙費 

新 門 様 ご 巡 回 費   
新 門 様ご巡 回 費  
法 要 行 事 費  
懇 談 会 費  
帰 敬 式 冥 加 金  

予 備 費   
予 備 費  
予 備 費  

歳 出 合 計 
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仏
教
壮
年
連
盟
結
成

全
国
大
会
に
参
加
し
て

飯
石
南
組
　
一
念
寺
　
無
量
会
　
信
　
藤
　
一
　
郎

平
成
二
十
一
年
十
月
十
日
、
本
山
御

影
堂
に
お
い
て
全
国
か
ら
約
六
百
名
が

集
ま
り
結
成
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

山
陰
教
区
か
ら
十
二
名
が
参
加
し
ま

し
た
が
、
今
回
、
私
は
初
め
て
御
影
堂

へ
お
参
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

毎
年
、
泊
ま
り
込
み
の
念
仏
奉
仕
団

に
参
加
し
た
い
と
い
う
思
い
は
も
っ
て

は
い
ま
し
た
が
、
い
ま
の
と
こ
ろ
家
庭

の
事
情
で
日
帰
り
参
拝
し
か
で
き
な
い

の
で
、
連
盟
結
成
大
会
が
本
山
で
あ
る

こ
と
を
知
っ
た
昨
年
夏
に
、
我
が
無
量

会
役
員
会
の
場
で
、「
私
一
人
で
も
日
帰

り
で
参
加
し
ま
す
。」
旨
の
立
候
補
を
し

ま
し
た
。
幸
い
、
一
人
の
役
員
が
同
行

し
た
い
と
申
し
出
て
、
結
局
一
念
寺
無

量
会
か
ら
二
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

御
影
堂
前
に
、
会
員
の
皆
さ
ん
が
参

集
さ
れ
る
姿
を
み
て
感
じ
た
の
は
、
数

人
を
除
き
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
仏
教
壮

年
会
連
盟
会
員
式
章
を
つ
け
て
お
ら
れ

た
こ
と
で
す
（
お
も
わ
ず
『
私
も
購
入

し
て
い
て
よ
か
っ
た
』
と
胸
を
な
で
お

ろ
し
ま
し
た
）。

ま
た
、
私
よ
り
年
配
の
方
が
非
常
に

多
い
こ
と
に
も
い
さ
さ
か
び
っ
く
り
し
、

少
し
寂
し
く
感
じ
ま
し
た
。

仏
壮
会
の
組
織
率
は
、
山
陰
教
区
に

お
い
て
は
、
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
下
回

っ
て
い
ま
す
。

本
結
成
大
会
の
決
意
表
明
ど
お
り
、

今
こ
そ
『
親
鸞
聖
人
の
み
教
え
に
聞
き
、

朋
友
の
輪
を
拡
げ
、
心
豊
か
に
生
き
る

社
会
の
実
現
』
に
む
け
て
、
仏
壮
会
員

み
ん
な
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
活
動

の
輪
を
拡
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

平
成
二
十
一
年
度
山
陰
教
区
門
徒
総

代
会
研
修
会
が
鳥
取
、
出
雲
、
石
見
そ

れ
ぞ
れ
の
地
区
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

●
鳥
取
地
区

一
一
月
二
十
五
日
　
伯
耆
組
香
宝
寺

●
出
雲
地
区

一
二
月
八
日
　
出
雲
市
民
会
館

●
石
見
地
区

一
二
月
九
日
　
福
屋
組
千
田
浄
光
寺

三
地
区
と
も
、
ご
講
師
に
澤
田
隆
之

師
（
教
区
基
幹
運
動
推
進
委
員
会
副
会

長
、
邑
智
東
組
西
林
坊
住
職
）
を
お
迎

え
し
、
新
し
く
制
定
さ
れ
た
『
浄
土
真

宗
の
教
章
―
私
の
歩
む
道
―
』
に
つ
い

て
講
義
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
班
に
分
か
れ
て
分
科
会

が
開
か
れ
、
講
義
の
内
容
や
各
寺
院
で

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
分
科
会
終

了
後
、
各
班
で
話
し
合
わ
れ
た
事
項
に

つ
い
て
発
表
い
た
だ
き
ま
し
た
。

鳥
取
地
区
で
は
、『
教
章
』
か
ら
「
見

真
大
師
」
の
表
記
が
削
除
さ
れ
た
理
由

に
つ
い
て
の
質
問
や
、
組
画
編
成
に
つ

い
て
の
問
題
提
起
、
総
代
の
高
齢
化
に

よ
っ
て
お
寺
の
世
話
を
す
る
人
が
少
な

く
な
る
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
総
代
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
こ

と
は
、
ま
ず
、
自
宅
の
仏
壇
の
前
に
座

る
姿
を
自
分
の
子
や
孫
に
見
せ
る
こ
と

か
ら
始
め
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
見

も
あ
り
ま
し
た
。

出
雲
地
区
で
は
、
ど
う
や
っ
た
ら
お

寺
に
お
参
り
い
た
だ
け
る
か
、
各
寺
院

で
の
事
例
を
も
と
に
意
見
交
換
が
行
わ

れ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
す
。『
教
章
』

の
「
教
義
」
の
項
目
に
つ
い
て
の
質
問

や
、
変
化
の
激
し
い
現
代
に
お
い
て
、

お
寺
も
新
し
い
考
え
方
で
取
り
組
む
べ

き
で
あ
る
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
総
代
の
世
代
交
代
、
後
継
者
問

題
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
る
班
も
あ

り
ま
し
た
。

石
見
地
区
で
は
、
な
ぜ
今
『
教
章
』

が
改
正
さ
れ
た
の
か
と
い
う
質
問
、
ま

た
、
新
し
く
な
っ
た
教
章
を
こ
れ
か
ら

寺
の
活
動
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
い

う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ

の
門
徒
総
代
会
研
修
会
の
あ
り
方
を
検

討
し
、
も
っ
と
活
発
に
し
て
欲
し
い
と

い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
再
度
澤
田
隆
之
師
よ
り
ま

と
め
の
講
義
を
い
た
だ
き
、
各
班
か
ら

の
質
問
や
意
見
に
丁
寧
に
回
答
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

全
地
区
を
通
じ
て
、
現
在
山
陰
教
区

の
寺
院
が
抱
え
て
い
る
過
疎
、
少
子
高

齢
化
と
い
う
課
題
に
向
け
て
、
総
代
と

し
て
何
を
し
た
ら
良
い
の
か
、
ご
参
加

さ
れ
た
方
お
一
人
お
一
人
が
真
剣
に
考

え
て
お
ら
れ
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

門
徒
総
代
会
三
地
区
に
て
研
修
会
を
開
催



（8）第116号 2010（平成22）年 3月25日

さ
る
二
月
三
日
、
三
隅
組
禮
光
寺
に
お

い
て
教
区
布
教
団
青
年
布
教
使
研
修
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
若
手
僧
侶
六
名
に
よ
る
布
教
実

演
が
行
わ
れ
、
今
回
私
も
実
演
さ
せ
て
頂

き
、
ま
た
多
数
の
御
同
行
の
方
が
参
詣
さ

れ
、
私
達
の
法
話
を
熱
心
に
御
聴
聞
さ
れ

ま
し
た
。

前
席
後
席
と
三
名
ず
つ
実
演
し
、
私
は

前
席
の
二
人
目
と
し
て
実
演
し
ま
し
た
。

し
か
し
日
頃
の
勉
強
不
足
や
準
備
不
足
、

そ
し
て
緊
張
の
せ
い
で
ガ
チ
ガ
チ
に
な

り
、
布
教
と
は
言
え
な
い
も
の
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

研
修
会
終
了
後
、
朋
澤
智
弘
副
団
長
、

北
島
清
秀
役
員
の
御
二
方
よ
り
論
評
を
賜

り
、
実
演
者
一
人
一
人
の
布
教
に
対
し
気

づ
い
た
点
や
改
善
点
、
注
意
点
な
ど
厳
し

く
、
ま
た
温
か
く
丁
寧
に
御
指
導
し
て
頂

き
ま
し
た
。

私
は
今
回
の
実
演
を
通
し
、
多
く
の
課

題
や
自
分
に
今
足
り
な
い
も
の
、
何
を
勉

強
す
る
べ
き
か
と
い
う
も
の
に
気
づ
か
せ

て
も
ら
い
、
こ
の
場
に
立
た
せ
て
頂
い
た

こ
と
を
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

課
題
は
沢
山
あ
り
、
あ
げ
れ
ば
キ
リ
が

な
い
の
で
す
が
一
つ
一
つ
ク
リ
ア
し
、
今

後
に
活
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

教
区
青
年
布
教
使

研
修
会
に
参
加
し
て

邑
智
西
組
　
光
西
寺
　

石
　
橋
　
直
　
人

「
教
誨
師
研
修
会
」
に

参
加
し
て

浜
田
組
　
順
興
寺
　
岳
田
忍
司

二
〇
一
〇
年
二
月
八
日
、
九
日
の
両
日
、

備
後
教
区
支
部
引
受
に
よ
る
本
年
度
「
教
誨

師
研
修
会
」
に
参
加
の
ご
縁
を
頂
き
、
自
覚

を
新
た
に
し
ま
し
た
。

本
派
矯
正
教
化
連
盟
副
会
長
・
本
川
秀
暁

先
生
の
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
『
塀
の
中
の
浄

土
真
宗
』
を
講
題
に
、
二
時
間
の
講
話
を
頂

き
ま
し
た
。

先
生
自
ら
の
体
験
を
基
に
、「
教
誨
師
と

し
て
の
宗
教
教
誨
の
あ
り
方
・
教
誨
が
目
的

と
す
る
も
の
」
を
主
題
に
、
今
日
ま
で
の
歴

史
的
経
緯
を
お
さ
え
、
実
践
と
し
て
「
受
刑

者
に
宗
教
教
誨
を
と
お
し
人
間
回
復
、
更
生
、

社
会
復
帰
」
を
第
一
義
に
、
受
刑
者
の
幸
せ

の
た
め
に
信
仰
の
上
か
ら
幸
せ
を
築
く
べ
く

奉
仕
の
活
動
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
自
ら
の
活
動
母
体
は
、
松
山
善
昭
先

生
の
、「
教
誨
と
い
う
の
は
仏
法
を
わ
が
身

に
頂
い
て
、
自
信
教
人
信
の
力
を
い
た
す
。

そ
の
光
に
対
す

る
気
付
き
を
助

言
す
る
。」
と
。

こ
の
一
文
が
宗

教
教
誨
の
根
源

を
貫
く
も
の
と

研
修
会
を
結
ば

れ
ま
し
た
。

矯
正
教
化
連
盟
　
広
島
管
区
支
部

「
組
勤
式
推
進
員
研
修
協
議
会
」
で
は

去
る
二
月
五
日
、
本
願
寺
山
陰
教
堂
に

て
「
組
勤
式
推
進
員
研
修
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

組
勤
式
推
進
員
は
平
成
二
十
年
度
よ

り
配
置
さ
れ
、
組
内
で
の
勤
式
普
及
徹

底
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
法
要
に
は
各

種
作
法
が
あ
り
ま
す
が
、
昨
今
「
宗
祖

讃
仰
作
法
」
依
用
の
機
会
が
増
え
て
い

ま
す
。
来
年
に
は
大
遠
忌
法
要
も
お
勤

ま
り
に
な
り
、
ま
す
ま
す
普
及
が
急
が

れ
ま
す
。
し
か
し
、
普
及
す
る
に
あ
た

り
ど
の
よ
う
に
研
修
を
す
れ
ば
よ
い
か

等
、「
研
修
会
の
持
ち
方
」
に
つ
い
て
多

く
意
見
を
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を

受
け
、
組
内
研
修
会
の
手
引
き
に
つ
い

て
研
修
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

一
方
、「
特
別
法
務
員
・
法
務
員
試
験

合
格
者
研
修
連
絡
協
議
会
」
は
組
勤
式

研
修
協
議
会
よ
り
一
週
間
後
、
二
月
十

二
日
同
じ
く
山
陰
教
堂
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
度
は
、
講
師
に
本
願
寺

会
役
者
・
山
本
英
信
師
を
お
迎
え
し
て
、

「
宗
祖
讃
仰
作
法
」
の
技
量
の
維
持
・
向

上
を
目
的
と
い
た
し
ま
し
た
。
正
信
偈

六
首
引
き
と
同
じ
「
大
衆
唱
和
」
の
お

勤
め
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
同

作
法
で
す
が
、
各
組
に
お
い
て
も
「
宗

祖
讃
仰
作
法
」
の
活
用
の
多
く
な
る
中
、

特
別
法
務
員
・
法
務
員
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
法
要
式
典
部
よ
り
講
師
出
向

を
い
た
だ
き
、
教
区
内
三
地
区
で
『
宗

祖
讃
仰
作
法
』
の
講
習
会
が
予
定
し
て

い
ま
す
。
日
程
は
以
下
の
通
り
で
す
。

【
鳥
取
地
区
】

平
成
二
十
二
年
六
月
十
九
日
（
土
）

於
　
伯
耆
組
香
宝
寺

【
出
雲
地
区
】

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
日
（
日
）

於
　
松
江
市
・
く
に
び
き
メ
ッ
セ

【
石
見
地
区
】

平
成
二
十
三
年
二
月
二
十
七
日
（
日
）

於
　
江
津
市
・
市
民
セ
ン
タ
ー

詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
日
ご
案
内
い
た

し
ま
す
。

『
宗
祖
讃
仰
作
法
』
の
制
定
を
受
け
て

組
勤
式
推
進
員
研
修
協
議
会

特
例
法
務
員
・
法
務
員
試
験
合
格
者
研
修
連
絡
協
議
会
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三
月
四
日
〜
六
日
広
島
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
ホ
ー

ル
に
延
べ
七
千
人
の
観
客
を
集
め
て
親
鸞
聖

人
七
五
〇
回
大
遠
忌
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
記
念
公

演
「
創
作
劇
　
善
人
な
お
も
て
往
生
を
と
ぐ

｜
親
鸞
わ
が
心
の
ア
ジ
ャ
セ
｜
」
感
動
の
舞

台
に
幕
が
降
り
、
盛
会
裏
に
「
広
島
市
に
お

け
る
法
要
行
事
」
が
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
先
立
つ
三
月
三
日
本
願
寺
ご
門
主

さ
ま
を
お
迎
え
し
、「
記
念
式
典
親
鸞
さ
ま
と

で
あ
う
集
い
」
が
広
島
国
際
会
議
場
ホ
ー
ル

に
千
七
百
人
満
場
の
参
加
者
を
得
て
、
第
一

部
音
楽
礼
拝
、
第
二
部
創
作
劇
出
演
者
に
よ

る
公
募
詩
「
い
の
ち
の
讃
歌
」
入
賞
作
品
の

朗
読
、
第
三
部
盲
目
の
テ
ノ
ー
ル
歌
手
・
新

垣
勉
さ
ん
コ
ン
サ
ー
ト
と
三
部
構
成
に
よ
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

集
い
の
冒
頭
、
ご
門
主
さ
ま
よ
り
「
世
の

な
か
安
穏
な
れ
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
明

年
四
月
よ
り
勤
修
さ
れ
る
親
鸞
聖
人
七
五
〇

回
大
遠
忌
法
要
に
向
け
て
、
門
信
徒
を
は
じ

め
多
く
の
方
々
の
ご
懇
念
に
よ
り
、
ご
影
堂

修
復
を
含
む
多
く
の
環
境
整
備
は
ほ
ぼ
完
了

す
る
こ
と
が
出
来
た
。
し
か
し
、
変
革
の
時

代
と
言
わ
れ
る
今
日
、
混
沌
と
し
た
社
会
に

あ
っ
て
、
聖
人
を
単
に
歴
史
上
の
人
物
と
し

て
で
は
な
く
、「
本
願
を
信
じ
て
念
仏
を
申
さ

ば
仏
に
成
る
」
と
の
お
言
葉
を
「
た
だ
い
ま

の
い
の
ち
の
導
き
を
い
た
だ
く
師
」
と
仰
ぎ
、

そ
れ
ぞ
れ
人
生
の
局
面
、
苦
し
い
時
、
楽
し

い
時
そ
し
て
日
常
不
断
に
お
念
仏
の
心
を
い

た
だ
き
、
積
極
的
に
諸
課
題
に
向
か
っ
た
取

り
組
み
を
す
る
よ
う
願
っ
て
い
る
と
の
お
言

葉
を
頂
き
ま
し
た
。

集
い
の
後
、
ご
門
主
さ
ま
を
は
じ
め
参
加

者
全
員
が
原
爆
死
没
者
慰
霊
碑
へ
の
献
花
を

行
い
、「
世
の
な
か
安
穏
な
れ
」
の
誓
い
を
新

た
に
し
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

明
年
四
月
よ
り
勤
修
の
ご
本
山
大
遠
忌
法

要
円
成
に
向
け
「
お
待
ち
受
け
」
の
気
運
醸

成
を
図
る
と
共
に
、「
内
か
ら
外
へ
」「
お
念

仏
の
ご
縁
の
薄
い
方
々
に
働
き
か
け
、
呼
び

か
け
」
を
合
言
葉
に
、
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
四
教

区
が
協
力
実
行
し
た
「
広
島
市
に
お
け
る
法

要
行
事
」
は
成
功
裏
に
終
了
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

「
い
の
ち
の
　
つ
な
が
り
を
　
大
切
に
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
の
諸
行
事
は
、

安
芸
教
区
に
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
頂
き
、

主
催
、
協
賛
の
十
三
事
業
を
実
施
、
十
万
人

を
超
す
参
加
者
を
得
ま
し
た
。
安
芸
教
区
を

は
じ
め
各
教
区
の
皆
さ
ま
に
敬
意
を
表
し
、

明
年
法
要
の
円
成
と
新
た
な
る
歩
み
の
第
一

歩
の
強
か
ら
ん
こ
と
を
念
じ
つ
つ
。

中
国
ブ
ロ
ッ
ク

「
お
待
ち
受
け
行
事
」
を
終
っ
て

実
行
委
員
会
委
員

邑
智
東
組
　
西
林
坊
　

澤
　
田
　
隆
　
之

二
月
二
十
三
日
、
出
雲
市
民
会
館
に
於
い

て
、
ビ
ハ
ー
ラ
研
修
会
並
び
に
ビ
ハ
ー
ラ
公

開
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
午
前
は
「
ビ

ハ
ー
ラ
の
可
能
性
」
と
題
し
て
研
修
会
を
、

ビ
ハ
ー
ラ
活
動
者
を
中
心
に
五
二
名
の
参
加

を
得
て
開
催
し
、
午
後
は
「
温
も
り
と
笑
顔

の
中
で
」
と
題
し
て
、
一
般
の
方
々
を
含
め

た
公
開
講
座
と
し
八
〇
名
、
延
べ
一
三
二
名

の
参
加
を
得
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

ご
講
師
に
は
「
病
院
の
中
に
い
る
お
坊
さ

ん
」
と
し
て
、「
鹿
児
島
緩
和
ケ
ア
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
代
表
世
話
人
会
」
及
び
「
国
立
鹿
児

島
医
療
セ
ン
タ
ー
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
」
等
の

メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
、
鹿
児

島
教
区
善
福
寺
・
長
倉
伯
博
委
員
を
お
招
き

し
ま
し
た
。
宗
門
の
ビ
ハ
ー
ラ
活
動
推
進
委

員
会
委
員
と
し
て
も
ご
活
躍
で
す
。

午
前
の
研
修
会
は
本
山
の
「
ビ
ハ
ー
ラ
活

動
者
養
成
研
修
」
を
修
了
し
、
現
在
各
組
、

各
地
域
で
の
ビ
ハ
ー
ラ
活
動
に
携
わ
っ
て
い

る
方
を
中
心
に
、
チ
ー
ム
と
し
て
取
り
組
む

ビ
ハ
ー
ラ
、
一
人
で
も
で
き
る
ビ
ハ
ー
ラ
と
、

そ
れ
ぞ
れ
が
お
か
れ
て
い
る
場
を
視
野
に
入

れ
な
が
ら
、
実
際
の
現
場
で
の
様
子
を
交
え
、

少
し
専
門
的
な
内
容
を
含
ん
だ
講
義
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

午
後
の
公
開
講
座
で
は
、
総
代
、
仏
婦
、

仏
壮
、
門
徒
推
進
員
な
ど
を
交
え
て
、「
患

者
の
心
、
家
族
の
心
」
に
つ
い
て
、
長
倉
先

生
の
医
療
現
場
で
の
失
敗
談
を
交
え
た
体
験

や
通
夜
や
仏
事
の
場
が
ビ
ハ
ー
ラ
の
活
動
場

所
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
普
段
私
た
ち
が
見
逃

し
て
い
る
点
に
つ
い
て
指
摘
を
受
け
ま
し

た
。一

人
の
人
が
亡
く
な
る
と
、
そ
の
周
囲
に

は
配
偶
者
で
あ
っ
た
り
両
親
で
あ
っ
た
り
、

あ
る
い
は
子
ど
も
や
兄
弟
で
あ
っ
た
り
、
そ

の
悲
嘆
に
暮
れ
る
人
が
五
倍
、
十
倍
い
る
と

い
う
視
点
。
年
間
三
万
人
が
自
殺
（
自
死
）

さ
れ
る
と
い
う
時
代
、
年
間
百
万
人
を
越
え

る
人
が
病
気
な
ど
で
亡
く
な
っ
て
い
る
と
い

う
時
、
そ
の
周
囲
に
ど
れ
ほ
ど
の
悲
し
み
に

沈
む
人
が
い
る
の
か
。
そ
の
こ
と
の
重
大
さ

を
改
め
て
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ビ
ハ
ー
ラ
活
動
は
、
病
院
で
あ
っ

た
り
患
者
さ
ん
で
あ
っ
た
り
、
色
々
な
宗
教

を
持
っ
て
い
る
人
た
ち
と
接
す
る
場
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
そ
う
し
た
方
々
と
協
調
し
な
が

ら
信
頼
を
得
、
初
め
て
「
あ
な
た
お
坊
さ

ん
・
・
・
？
」「
真
宗
で
は
・
・
・
？
」
と

踏
み
込
ん
だ
会
話
が
で
き
て
い
く
と
い
う
こ

と
な
ど
、「
真
宗
　
イ
ズ
　
ベ
ス
ト
」
と
い

う
と
こ
ろ
か
ら
、「
真
宗
に
よ
っ
て
育
ま
れ

る
人
格
・
人
間
性
」
が
問
わ
れ
て
い
る
こ
と

も
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。

多
く
の
方
々
が

悲
し
み
、
苦
悩
の

中
に
お
ら
れ
る
。

耳
を
傾
け
寄
り

添
っ
て
行
く
活
動

に
、
ま
ず
一
歩
を

踏
み
出
し
ま
し
ょ

う
。

教
区
ビ
ハ
ー
ラ
研
修
及
び

公
開
講
座
か
ら
見
え
た
も
の

耳
を
傾
け
、
寄
り
添
っ
て

【
お
詫
び
と
訂
正
】
創
作
劇
「
善
人
な
お
も
て

往
生
を
と
ぐ
｜
親
鸞
わ
が
心
の
ア
ジ
ャ
セ
｜
」

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
15
頁
）
掲
載
の
釈
尊
年

表
に
、
中
川
英
尚
著
「『
観
無
量
寿
経
』
の
世

界
」
か
ら
の
引
用
と
い
う
表
示
記
載
が
漏
れ

て
お
り
ま
し
た
こ
と
、
深
く
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。

親
鸞
聖
人
750
回
大
遠
忌

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
記
念
事
業
実
行
委
員
会
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あ な た の 要 望 を 形 に ！ 

商 業 印 刷 
印 刷 の 原 点 は ここ に あ る 

出 版 印 刷 
活 用 方 法 は 無 限 大 

マ ル チ メ デ ィ ア 制 作 
出 力 サ ー ビ ス も お ま か せ 

オ ン デ マ ン ド 印 刷 
イ ベ ン ト 用 ポ ス タ ー な ど 

私
は
東
京
生
ま
れ
の
東
京
育
ち
で
す
。
ご

縁
あ
っ
て
島
根
県
の
お
寺
の
一
人
娘
と
結
婚

し
、
こ
の
川
平
の
地
に
来
て
か
ら
六
年
が
経

ち
、
そ
し
て
先
代
が
亡
く
な
り
住
職
に
な
っ

て
か
ら
三
年
が
経
ち
ま
し
た
。

東
京
で
生
ま
れ
育
っ
た
の
で
東
京
の
常
識
が

世
の
常
識
だ
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
島
根

県
に
来
て
そ
の
感
覚
は
見
事
に
打
ち
消
さ
れ
ま

し
た
。
東
京
の
お
坊
さ
ん
の
イ
メ
ー
ジ
は
み
ん

な
ベ
ン
ツ
に
乗
っ
て
い
て
、
お
寿
司
は
時
価
の

店
に
だ
け
行
っ
て
、
葬
儀
の
お
布
施
は
袋
が
立

つ
く
ら
い
貰
っ
て
、
法
名

（
戒
名
）
を
つ
け
て
ま
た
袋

が
立
つ
く
ら
い
お
布
施
を
貰

っ
て
、
飲
み
会
は
銀
座
、
そ

ん
な
感
じ
で
し
た
。
実
際
私

の
友
人
は
全
員
羨
ま
し
が
っ

て
い
ま
し
た
し
、
私
自
身
も

そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
れ
は
と

ん
で
も
な
い
こ
と
で
、
東
京

の
お
坊
さ
ん
だ
け
の
も
の
だ

と
気
付
く
ま
で
、
そ
う
時

間
は
か
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。私

の
お
寺
が
あ
る
川
平
町
は
、
四
月
に
一

組
の
若
い
夫
婦
が
出
て
行
く
た
め
、
二
十
代

の
夫
婦
は
〇
人
で
、
三
十
代
の
夫
婦
は
私
た

ち
だ
け
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
川
平
で
生

ま
れ
た
子
ど
も
は
、
私
の
六
才
の
娘
の
後
は

昨
年
の
八
月
に
生
ま
れ
た
私
の
息
子
の
み
、

即
ち
六
年
間
こ
こ
で
生
ま
れ
た
子
ど
も
は
い

な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
は
っ
き
り
言
っ
て
人

口
の
流
出
は
努
力
で
ど
う
こ
う
で
き
る
問
題

で
は
な
く
、
十
年
、
二
十
年
先
を
思
う
と
、

お
寺
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
町
自
体
の
維
持
が

で
き
な
い
、
そ
ん
な
町
に
お
寺
が
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
思
う
の
は
、
理
想
と
現
実
の

ギ
ャ
ッ
プ
で
す
。

寺
院
活
動
に
つ
い
て
も
色
々
と
考
え
ま
す
。

お
寺
と
い
う
の
は
、
お
法
（
み
の
り
）
を
広

め
る
拠
点
で
あ
り
、
人
の
心
の
拠
り
所
で
も

あ
り
ま
す
。
本
堂
に
書
か
れ
て
あ
る
今
ま
で

護
持
し
て
く
れ
た
門
信
徒
の
方
々
の
沢
山
の

お
名
前
を
見
る
と
、
そ
の
思
い
を
あ
り
が
た

く
、
重
く
受
け
止
め
る
と
こ
ろ
で
す
。
し
か

し
、「
お
法
を
世
に
広
め
た
い
」
と
い
う
思
い

だ
け
で
は
成
り
立
っ
て
行

か
な
い
現
実
も
あ
り
ま
す
。

「
お
寺
に
お
法
が
無
い
の

は
、
お
店
に
商
品
が
無
い

の
と
同
じ
だ
か
ら
ね
。」

と
坊
守
は
、
祖
母
の
言
葉

を
い
つ
も
言
い
ま
す
。
今

私
に
で
き
る
こ
と
は
、
ま

ず
私
が
お
法
を
い
た
だ
き

続
け
る
こ
と
。
門
徒
さ
ん

や
必
要
と
し
て
く
れ
る

方
々
を
大
切
に
し
て
、
一

回
一
回
の
法
座
や
月
参
り

に
で
き
る
だ
け
心
を
こ
め

伝
え
る
こ
と
。
手
紙
や
寺
報
を
書
く
こ
と
。
そ

の
上
で
時
代
の
変
化
に
対
応
で
き
る
よ
う
な

ス
キ
ル
や
感
性
を
身
に
つ
け
て
、
十
年
、
二

十
年
先
の
「
リ
ア
ル
」
を
見
据
え
た
寺
院
活

動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
翌
日
の

二
月
二
十
七
日
、
二
十
五
年
ぶ
り
の
子
ど
も

会
を
開
き
ま
す
。
十
人
の
子
ど
も
、
六
人
の

大
人
が
参
加
予
定
で
す
。
明
日
撒
い
た
種
が
、

い
つ
か
心
の
中
で
咲
き
ま
す
よ
う
に
。

明日撒いた種が咲くときは 
江津組　正福寺住職 
三 浦 　 誠  
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教
区
委
員
長

日
渓
　
清
毅

神
　
門

教
区
副
委
員
長

小
笠
原
寧
之

仁
　
摩

常

任

委

員

澤
田
　
隆
之

邑
智
東

〃

原
田
　
光
生

大
　
家

〃

藤
飛
　
昭
憲

飯
石
北

〃

藤
谷
　
崇
文

温
泉
津

〃

朝
枝
　
弘
照

邑
智
西

〃

須
山
　
羚
治

鹿
　
足

〃

山
名
　
法
道

因
　
幡

委
　
　
　
　
員

藤
川
　
昭
信

出
　
雲

〃

高
野
　
顯
信

松
　
江

〃

玉
野
　
覚
明

飯
石
南

〃

大
石
　
寛
隆

石
　
東

〃

菅
原
　
憲
香

大
　
田

〃

三
瓶
　
　
暁

三
　
瓶

〃

寺
本

芳

大
　
森

〃

毛
利
　
諦
善

仁
　
摩

〃

西
原
　
眞
性

佐
　
波

〃

能
美
　
龍
雄

川
　
本

〃

金
澤
　
英
信

千
須
賀

〃

岡
本
　
広
樹

市
　
山

〃

奥
田
　
眞
隆

邑
智
東

〃

山
本
　
真
文

江
　
津

〃

田
中
　
憲
哲

浜
　
田

〃

能
美
　
紹
隆

福
　
屋

〃

月
洞
　
昇
道

三
　
隅

〃

中
村
　
大
澄

益
　
田

〃

西
元
　
一
道

伯
　
耆

〃

武
田
　
　
宏

出
　
雲

〃

山
闢

知
精

出
　
雲

〃

三
成
　
佑
市

松
　
江

〃

大
原
　
一
穂

大
　
森

〃

竹
下
　
正
俊

仁
　
摩

〃

松
林
　
　
茂

川
　
本

〃

森
脇
　
　
登

川
　
本

〃

竺
川
　
紹
隆

福
　
屋

〃

森
闢

璋

福
　
屋

〃

衣
笠
　
告
也

因
　
幡

〃

吉
本
　
　
清

伯
　
耆

山
陰
教
区
組
画
編
成
等
調
整
委
員
会
名
簿
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Ⅰ
　
組
画
編
成
の
趣
旨

・
教
区
編
成
等
基
本
問
題
検
討
委
員
会
（
平

成
十
七
年
宗
則
第
６
号
に
基
づ
き
設
置
）

に
お
い
て
審
議
検
討
が
重
ね
ら
れ
今
日
の

教
区
・
組
と
い
う
区
分
・
教
区
の
あ
り

方
、
組
の
あ
り
方
に
つ
い
て
見
直
す
時
期

が
き
て
お
り
、
現
行
の
教
区
に
お
い
て
組

画
の
再
編
成
を
強
力
且
つ
速
や
か
に
計

画
・
実
施
す
べ
き
と
の
結
論
が
示
さ
れ

た
。

・
現
行
の
組
画
は
「
教
区
・
組
」
の
区
分
が

設
け
ら
れ
て
既
に
半
世
紀
が
経
過
し
た
。

・
各
組
間
に
お
い
て
構
成
す
る
寺
院
数
に
較

差
が
生
じ
て
き
た
。

・
市
町
村
合
併
に
よ
る
組
区
画
と
国
家
行
政

区
画
と
の
相
違
、
組
の
名
称
が
現
在
の
地

域
名
称
と
異
な
る
。

Ⅱ
　
現
行
の
組
画
に
お
け
る
問
題
点

・
寺
院
数
が
少
な
い
組
に
お
い
て
は
、
役
職

を
割
り
当
て
る
為
の
人
員
不
足
や
収
入
面

な
ど
か
ら
、
基
幹
運
動
の
推
進
な
ど
の
組

活
動
に
限
界
が
あ
る
。

・
寺
院
数
の
多
い
組
は
、
組
全
体
を
取
り
ま

と
め
る
こ
と
が
難
し
く
、
活
動
に
参
加
し

な
い
寺
院
の
存
在
や
事
務
伝
達
な
ど
に
時

間
を
要
す
る
。

・
組
の
名
称
が
現
状
の
地
域
名
称
と
異
な
る

た
め
分
か
り
に
く
い
点
な
ど
。

Ⅲ
　
組
画
編
成
の
基
本
方
針

・
組
画
の
編
成
は
、
組
の
吸
収
合
併
や
寺
院

単
位
で
組
間
を
移
動
す
る
も
の
で
は
な

く
、
現
行
の
組
画
を
一
旦
白
紙
に
戻
し
た

う
え
で
、
時
代
に
即
し
た
新
し
い
組
織
と

し
て
の
組
を
編
成
す
る
。

・
組
名
に
つ
い
て
は
宗
門
独
特
の
名
称
を
用

い
る
よ
り
も
一
般
社
会
に
適
合
し
た
名
称

を
選
択
す
る
。

Ⅳ
　
組
画
編
成
の
基
本
的
な
考
え
方

（
但
し
各
々
の
実
情
に
合
わ
せ
調
整
さ
れ
る

も
の
で
、
こ
の
三
項
目
に
制
限
さ
れ
る
も
の

で
は
な
い
）

本
願
寺
山
陰
教
堂
教
化
セ
ン
タ
ー
報
告

現
在
標
記
計
画
に
お
け
る
募
財
状
況
は
、

本
年
度
七
〇
％
目
標
に
対
し
、
五
六
・
七
％

金
額
は
、
五
千
二
百
万
円
の
収
納
状
況
で
す
。

今
後
の
予
定
＝
建
設
工
事
＝

①
業
者
選
定
。
平
成
二
十
二
年
十
月
一
日
か

ら
十
月
末
日
ま
で
予
定
。

②
解
体
工
事
。
平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日

か
ら
十
一
月
末
日
ま
で
予
定
。

③
建
築
工
事
。
平
成
二
十
二
年
十
二
月
一
日

か
ら
平
成
二
十
三
年
五
月
末
日
ま
で
予
定
。

な
お
、
支
払
計
画
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十

三
年
六
月
末
日
に
は
、
累
計
八
千
六
百
五
拾
万

円
の
計
画
で
す
。
落
慶
法
要
に
つ
い
て
は
、
今

後
協
議
を
重
ね
て
決
定
す
る
予
定
で
す
。

①
一
組
三
〇
カ
寺
を
目
処
と
す
る
。

②
構
成
す
る
地
域
が
都
道
府
県
を
ま
た
が
な

い
。

③
構
成
す
る
地
域
を
可
能
な
限
り
市
郡
町
村

内
で
ま
と
め
る
。

Ⅴ
・
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
例

●
平
成
二
十
二
年
六
月

・
教
区
委
員
会
よ
り
教
務
所
長
へ
中
間
答
申

書
提
出

・
教
務
所
長
よ
り
総
局
へ
中
間
報
告

●
平
成
二
十
二
年
七
月
〜
十
二
月

・
教
区
委
員
会
に
お
い
て
調
整

・
新
組
画
原
案
の
策
定

●
平
成
二
十
三
年
一
月

・
組
画
編
成
公
聴
会
実
施

●
平
成
二
十
三
年
二
月

・
教
区
委
員
会
に
お
い
て
新
組
画
編
成
案
の

策
定
。

●
平
成
二
十
三
年
六
月

・
教
区
委
員
会
よ
り
教
務
所
長
へ
最
終
答
申

書
提
出
「
新
組
画
編
成
案
」
に
つ
い
て
教

務
所
長
よ
り
総
局
へ
報
告

●
平
成
二
十
三
年
九
月

・
教
区
会
に
て
組
の
区
画
の
変
更
に
つ
い
て

議
決

・
教
務
所
長
よ
り
総
局
へ
組
の
区
画
の
変
更

報
告

●
平
成
二
十
三
年
十
月

・
総
局
告
示
（
組
の
区
画
の
変
更
）
発
布
。

・
新
組
画
体
制
に
お
け
る
新
組
長
就
任
予
定

者
の
選
出

・
周
知
徹
底
、
事
務
及
び
財
産
の
引
継
な
ど
。

・
平
成
二
十
四
年
四
月

新
組
画
体
制
発
足
（
目
標
）

組
画
編
成
に
つ
い
て

組
画
編
成
に
つ
い
て

御本山御用達 開明社員

七 條 袈 裟
五 條 袈 裟
色 衣 ・ 切 袴
黒 衣 ・ 布 袍
打 敷 ・ 戸 帳

旗 ・ 幕
念珠・門徒式章
裃・稚児装束
記 念 品 一 式



（12）第116号 2010（平成22）年 3月25日

編 

集 

後 

記 

世界の旅 

（国土交通大臣登録旅行業第20号） 蕁（0852）22－4893
にこにこ　　 よやくさんばん 〒690-0887  松江市殿町171番地 

……ともに　いのち　かがやく　世界へ…… 

「大 遠 忌 法 要」 
「念 仏 奉 仕 団」 

の団体参拝の計画は 
　お気軽にご相談下さい。 

子
供
の
頃
、
よ
く
宿
題
の
日
記
を
溜
め

て
は
叱
ら
れ
ま
し
た
。
今
読
み
返
し
て
も

過
去
の
記
録
と
し
て
全
く
役
に
立
ち
ま
せ

ん
。教

区
報
は
「
教
区
の
歴
史
の
記
録
で

も
あ
る
」
と
編
集
会
議
で
よ
く
耳
に
し
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
を
生
き
る
私
達

が
、
お
聖
教
に
聞
い
て
い
く
中
に
、
具
体

的
な
問
題
に
ど
の
様
に
向
き
合
い
、
道
を

示
さ
れ
て
き
た
の
か
と
い
う
記
録
で
も
あ

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

お
聖
教
の
よ
う
に
時
代
を
超
え
る
真
実

そ
の
も
の
と
言
え
る
よ
う
な
言
葉
だ
け
が

綴
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
教
区
報
は
、
其
々
の
時
代
に
適
し

た
か
た
ち
で
お
み
の
り
を
伝
え
、
味
わ
っ

た
先
達
の
言
葉
の
記
録
で
あ
り
、
念
佛
者

の
生
活
の
日
記
の
よ
う
な
面
が
あ
る
の
だ

な
、
と
思
い
ま
し
た
。

宿
題
の
日
記
で
挫
折
し
つ
づ
け
た
私

が
、
委
員
と
し
て
何
が
出
来
る
の
か
甚
だ

心
も
と
な
く
思
い
ま
す
。
し
か
し
教
区
報

が
、
少
し
で
も
同
時
代
や
未
来
の
人
々
の

お
念
佛
相
続
の
助
け
、
励
み
に
な
る
よ
う

頑
張
ら
ね
ば
、
と
思
う
編
集
会
議
で
あ
り

ま
し
た
。

（
Ｍ
・
Ｋ
）

平
成
二
十
四
年
一
月
十
六
日
は
宗
祖
親

鸞
聖
人
の
七
百
五
十
回
忌
に
あ
た
り
ま
す
。

本
願
寺
で
は
ご
修
復
を
終
え
た
御
影
堂
に

お
い
て
、
親
鸞
聖
人
七
百
五
十
回
大
遠
忌

法
要
が
平
成
二
十
三
年
四
月
よ
り
厳
修
さ

れ
ま
す
。

仁
摩
組
に
お
き
ま
し
て
は
平
成
二
十
三

年
六
月
十
二
日
か
ら
十
四
日
ま
で
の
日
程
で

団
体
参
拝
を
す
る
予
定
に
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
日
に
は
、
大

森
組
と
合
同
で
お
待
ち
受
け
法
要
を
お
勤

め
し
ま
す
。
実
行
委
員
会
を
僧
侶
、
寺
婦
、

総
代
、
仏
婦
、
仏
壮
、
門
徒
推
進
員
で
構

成
し
て
、
い
よ
い
よ
法
要
に
向
け
て
の
活

動
を
開
始
し
準
備
を
す
す
め
て
お
り
ま
す
。

仁
摩
組
の
例
年
の
行
事
計
画
は
僧
侶
寺

婦
、
総
代
、
仏
婦
、
仏
壮
、
少
年
教
化
、

連
研
、
組
報
の
各
専
門
部
会
で
組
織
教
化

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
仏
壮
に
つ
い
て
は

以
前
か
ら
続
い
て
い
ま
し
た
が
単
位
登
録

し
て
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

連
続
研
修
会
は
第
八
期
が
修
了
し
ま
し

た
が
、
年
々
参
加
者
が
少
数
固
定
す
る
な

ど
の
課
題
を
か
か
え
て
い
ま
す
の
で
、
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
検
討
中
で
あ
り

ま
す
。
形
式
や
内
容
を
変
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
参
加
者
の
増
加
を
期
待
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

仏
教
婦
人
会
は
七
単
位
の
仏
婦
が
持
ち

回
り
で
仁
摩
組
仏
婦
大
会
を
毎
年
行
な
っ

て
い
ま
す
。
高
齢
化
が
進
み
む
ず
か
し
い

面
も
あ
り
ま
す
が
仏
婦
会
員
や
担
当
寺
院

の
協
力
で
熱
心
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ
の
取
り
組
み
と
し
て
年

一
回
夏
休
み
に
「
ほ
と
け
の
子
ど
も
の
集

い
」
を
行
な
っ
て
青
少
年
教
化
の
充
実
を

図
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し

て
楽
し
む
姿
を
み
る
と
き
教
化
の
大
切
さ

を
感
じ
ま
す
。

そ
の
他
の
行
事
と
し
て
「
門
信
徒
会
運

動
研
修
協
議
会
」
を
年
一
回
行
な
っ
て
い

ま
す
。
門
信
徒
と
僧
侶
、
寺
族
が
社
会
の

問
題
を
共
に
話
し
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
組

の
連
携
が
は
か
ら
れ
、
活
動
が
よ
り
一
層

充
実
し
て
組
の
発
展
へ
と
つ
な
が
っ
て
い

く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
浄
土

真
宗
門
徒
と
し
て
「
御
報
恩
の
た
め
に
御

念
仏
こ
こ
ろ
に
い
れ
て
申
し
て
、
世
の
な

か
安
穏
な
れ
、
仏
法
ひ
ろ
ま
れ
」
と
願
わ

れ
た
、
親
鸞
聖
人
の
お
こ
こ
ろ
に
思
い
を

寄
せ
て
、
一
人
ひ
と
り
が
念
仏
者
と
し
て

の
あ
る
べ
き
す
が
た
を
求
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
、
思
い
を
新
た
に
し
た
い

も
の
で
あ
り
ま
す
。

大
遠
忌
に
向
け
て 

仁
摩
組
長
　
大
雄
寺
　
毛
利
諦
善 

ド
レ
ミ
フ
ァ
組 ソ 


